
50億円「新ホール」建設は
区民の声を聞いて再検討を！

豊島区は新庁舎建設に関連して「現庁舎地の活用及び周辺整備について」を発
表しました。

当初の新庁舎建設計画からみると「公会堂の建設」が「新ホールの建設」になり、
17 億円の建設費用が 50 億円に変えられています（区民センターは 22 億円が 29 億
円に。）
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「新ホール」は区民に必要か？
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

なぜいま
． ． ． ．

50億円もの「新ホール」なのか？
．．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

区は新ホール建設の理由を

①文化創造都市のシンボルとする
②「にぎわいの創出」の拠点とする
③区民の通常的利用は新区民センターホール（458
席）で代替する

の三点を挙げています。
しかし、「芸術文化劇場」「アウルスポット」など

東西に音楽・演劇の劇場をもつ池袋で、これ以上の
「劇場」が必要なのでしょうか？

オペラや歌舞伎の上演できる豪華なホールを利用
できる区民はどのくらいいるのでしょうか？

なぜいま 17 億円の当初計画の「公会堂」でなく 50
億円の「新ホール」なのでしょうか？

総額114億円
（借金64億円）の大建設計画

区民一人あたり

42万円の負担

「現庁舎の活用及び周辺整備について」によれ
ば「新ホール」を含む建設費用は（表１参照）
114 億円となっており、赤ちゃんからお年より
まで含めた区民一人当たりで 42 万円もの負担に
なります。

新ホール建設は白紙に戻し、
再検討を！

区民の声と意見を
区政に反映させよう！

当初計画と明らかに違う「新ホール建設と
５ 0 億もの費用」さらにこれをてこにした「現
庁舎周辺の整備費用の拡大」一銭も区費負担
はありませんどころか、新庁舎建設移転に伴
って膨大な区費が投入されようとしていま
す。
ところがこんな重大な計画変更と財政支出

が区民説明会も開かれず、来年（平成 26 年）3
月までに決められようとしているのです。
新庁舎考える会では「新ホール」建設計画

の区民説明を求める陳情を 9 月議会に提出
（継続審査）してありますが、12 月 18 日に
「総会」を開き新しく「新ホールの白紙撤回
と区民の意見を聞いて再検討せよ」の運動を
起こす予定です。多くの区民の皆様のご協力
をお願いします。

（表１）

新ホール 50 億

新区民センター 29 億

生活産業プラザ(改修) 15 億

周辺道路 17 億

中池袋公園 3 億

総額 114 億
（内起債 64 億）




